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下関市北部中山間地域ジビエ有効活用拠点施設指定管理者業務仕様書 

 

指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書による。 

 

第１ 趣旨 

   この仕様書は、本施設の指定管理者が行う業務の内容、その範囲、実施方

法等について定める。 

 

第２ 管理運営の基本的事項 

 １  管理運営の基本方針 

    本施設の管理運営を行うに当たり、次に掲げる項目に沿って行うこと。 

 （１）下関市ジビエ有効活用施設の設置等に関する条例（平成２４年条例第５

１号。以下「設置条例」という。）第１条に定める本施設の設置目的を

達成するため、市が決定するビジョン及び指標に基づき管理運営を行う

こと。  

 （２）公の施設として、公平なサービスの提供に努め、本施設の平等な利用を

確保すること。  

 （３）利用者の安全確保に留意するとともに、本施設の環境保全及び保安警備

に努め、良好な維持管理を行うこと。  

 （４）地域住民や利用者の意見を管理運営に反映させること。  

 （５）本施設の利用に関する情報の発信や、自主事業の実施に努め、本施設の

利用促進を図ること。  

 （６）個人情報の保護を徹底すること。  

 （７）効率的な運営を行うこと。  

 （８）管理運営費の縮減に努めること。 

 

 ２  施設の概要等  

 （１）名  称 下関市北部中山間地域ジビエ有効活用拠点施設 

        （施設愛称：みのりの丘ジビエセンター）  

 （２）位  置 下関市豊田町大字八道１１０９２番地２ 

 （３）設置年月 平成２５年４月 

 （４）主な施設・規 模  

   ・構  造 木造平屋建  

   ・建築面積 ７９．５０㎡ 
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   ・延床面積 ６５．４２㎡ 

区 分 延床面積 

荷 受 室 ４．８８㎡  

前処理室 １４．９１㎡  

処 理 室 １４．９１㎡  

包 装 室 ２４．００㎡  

更 衣 室 ４．９７㎡  

ト イ レ １．７５㎡  

 ※詳細は、別紙１（配置図）、別紙２（平面図）及び別紙３（立面図）を参照 

 （５）設  備 別紙４（設置物品一覧）を参照 

 

 ３  営業日及び営業時間 

 （ 営 業 日 ） 毎年１月４日から１２月２８日まで 

 ※ただし、下関市長（以下「市長」という。）が特に必要があると認めると

きは、臨時に営業し、又は休業することができる。 

 （営業時間） 午前８時３０分から午後５時まで 

 ※ただし、市長が特に必要があると認めるときは変更することができる。 

 

 ４  指定期間 

   令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間） 

  

 ５  安全確保と適正な利用 

    指定管理者は、本施設の管理運営に当たり、次に掲げる基準に従い、利用

者の安全確保と適正な利用が図られるように、その業務を行わなければな

らない。  

 （１）災害、事故等の未然防止  

    指定管理者は、本施設の管理運営に起因する火災、犯罪、事故等の発生の

未然防止に努めること。  

 （２）緊急時の対応  

   ① 指定管理者は、災害、事故等の発生に備え、利用者の避難誘導等の安全

確保、必要な通報等の体制を整備するとともに、万一、災害、事故等が

発生した場合には、迅速かつ的確に利用者の避難誘導等を行い、その安

全を確保するとともに、警察署、消防署等関係機関に通報し、必要な指
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示を受けること。  

   ② 利用者の応急手当てができるよう、本施設に救急箱等を常備すること。  

   ③ 負傷者、傷病者がある場合には、負傷等の状況に応じて救急搬送を手配

すること。 

  ④必要があると認めるときは、近隣の医療機関等との協力体制を構築する

こと。 

   ⑤ 災害発生時の住民の避難、林野火災の消火活動、その他の緊急時対応の

ための本施設の使用については、下関市（以下「市」という。）に協力

すること。 

 （３）使用の制限、禁止等の措置  

   ① 指定管理者は、災害、事故等の発生により、やむを得ず本施設の一部若

しくは全部の使用若しくは立入を制限し、又は禁止する必要があると認

めるときは、速やかに市に報告し、施設等の損傷の程度の把握、現場の

保存の必要性に関する指示等を受け、迅速かつ的確な措置を講じること。  

   ② 指定管理者は、本施設の使用について、利用者に対し適正に指導すると

ともに、法令（条例を含む。）に違反して本施設を使用しようとする者、

公序良俗に違反している者その他本施設を適正に使用していない者に対

し、本施設を使用させず、又は使用の中止等の指示を行うこと。 

 

第３ 業務の範囲 

   指定管理者は、本施設の管理運営に関し、次に掲げる業務を行うこと。  

 １  使用許可業務 

（１）利用者の対応等に関する業務 

（２）本施設の使用許可申請の受付、使用許可及び利用料金の徴収に関する業

務 

 

 ２  維持管理に関する業務  

 （１）保守点検に関する業務  

 （２）家畜伝染病予防に関する業務  

 （３）清掃に関する業務  

 （４）廃棄物処理に関する業務  

 （５）保安警備に関する業務  

 （６）（１）から（５）までに掲げる業務のほか、本施設の維持管理に関する

業務 
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３  運営に関する業務    

 （１）イノシシ及びニホンジカ（以下「イノシシ等」という。）の肉の有効活

用に関する業務 

 （２）事業計画書、事業報告書等の作成等に関する業務  

 （３）事業評価（モニタリング）に関する業務  

 （４）関係機関との連絡調整に関する業務  

 （５）物品管理に関する業務  

 （６）施設運営上必要となる備品等の設置に関する業務  

 （７）引継ぎ等に関する業務  

 （８）監査への対応に関する業務 

 （９）（１）から（８）までに掲げる業務のほか、本施設の運営に関する業務 

 

第４ 指定管理者が行う業務の基準  

    指定管理者は、業務執行体制を組織し、次に掲げる基準に基づき、利用者

が安全かつ快適に利用できるよう、本施設の適切な管理運営を行うこと。 

 

 １  業務執行体制の組織  

 （１）管理事務所の設置及び組織体制の整備  

   ① 本施設内又は本施設の管理を行う上で適切な場所に管理事務所を設置

すること。  

   ② 管理運営に関する業務を効率的に実施するための業務執行体制を組織

し、総括責任者１名を含む適正な人員を確保すること。 

     また、イノシシ等の解体処理を行うときは、本施設内に食品衛生管理者

及びイノシシ等の肉処理責任者（以下「肉処理責任者」という）を置く

こと。 

      なお、次の一から三までのいずれかに該当する者でなければ、肉処理責

任者とすることができない。 

   一 獣医師 

   二 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）の規定に基づく大学におい

て獣医学又は畜産学の課程を修めて卒業した者 

   三 下関市野生鳥獣肉の衛生管理ガイドライン（平成３１年３月下関市

作成）、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、家畜伝染病学、

食肉衛生学、家畜内科病理学、家畜解剖・生理学及びと畜場実習の科



5 

目についての講習を受け、下関保健所長が肉処理責任者としての知識

を有すると認めた者 

     ※総括責任者、食品衛生責任者及び肉処理責任者は、相互に兼ねること

ができる。 

   ③ 業務の性質、作業量等に応じて必要があると認めるときは、その業務に

関し専門的な知識、技能等を有する職員及び臨時職員を確保すること。  

 （２）勤務体制  

    本施設の利用時間、繁忙期間等を考慮の上、管理運営に支障のないよう、

業務に従事する者を編成し、利用者の要望等に応えられる勤務体制とする

こと。 

 （３）知識、技能等の修得  

    知識、案内、接遇等の資質能力を高めるため、研修の実施等により、その

知識、技能等の習得に努めること。 

 

２  使用許可に関する業務 

（１）利用者の対応等に関する業務  

指定管理者は、本施設の業務に従事する者に対し、利用者への施設案内、

応対等適切な接遇指導に努めるとともに、利用者からの苦情、要望等に

ついて誠意をもって対応すること。  

（２）本施設の使用許可申請の受付、使用許可及び利用料金の徴収に関する

業務 

   ① 使用許可申請書の受理及び使用時間の調整等を行うこと。 

   ② 使用許可申請書が提出された場合、内容を精査の上、許可を行うこと。 

   ③ 利用料金の徴収を行うこと。 

   ④ 設置条例第１５条第４項の規定により読み替えられる同条例第５条及

び第１０条１項の規定により、使用許可に係る制限、取消しを行うこと。 

   ⑤ 利用者に対し、使用上の注意及び機械設備の取扱いの指導を行うこと。 

 

 ３  維持管理に関する業務  

    指定管理者は、利用者に安全かつ快適なサービスが提供できるよう、次に

掲げる基準に基づき、本施設の機能を常に良好に保持するため適正な維持

管理に関する業務を行うこと。  

    なお、その実施に当たっては、効果的かつ効率的な維持管理に努めること。 

 （１）保守点検に関する業務  
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   ① 総括  

    ア 指定管理者は、本施設の正常な機能を保持し、安全面、衛生面及び機

能面で利用者に良好なサービスが提供できるよう、本施設（設備を含

む。イ及びウにおいて同じ。）の日常点検及び定期点検を行うこと。  

    イ 本施設のうち、法定点検を要するものについては、法令に基づき適切

に実施すること。  

    ウ 本施設の保守点検に当たっては、外観点検、機能点検及び作動点検等

を行うこと。点検の結果、正常な機能が確保されていない場合は、速

やかに改善が図られるよう、適切に対処すること。  

    エ 業務に従事する者の安全並びに利用者の安全及び利便性の確保に十分

配慮するとともに、必要に応じて利用者への事前周知、注意喚起、バ

リケードによる作業区域の仮囲いの設置等安全の確保に留意すること。  

   ② 浄化槽等維持管理  

    ア 対象となる浄化槽等は、以下のとおりである。 

施設名 槽区分 １日の処理能力 

排水処理槽 雑排水処理 ３㎥ 

浄  化  槽 し 尿 処 理 １㎥ 

    イ 点検の実施回数は、以下のとおりとする。 

排水処理槽：年２４回（月２回実施） 

浄 化 槽：年１２回（月１回実施） 

    ウ 点検は、関係法令（条例を含む。）に基づき適切に実施すること。 

    エ 点検のほか、水質検査及び清掃（汚泥引抜き）を行うこと。水質検査

の項目は、以下の項目とし、検査方法は、「日本産業規格（化学）工

場排水試験方法」に定める方法又はこれと同等以上の精度を有すると

市が認める方法により行うこと。ただし、残留塩素は、DPD法又はこれ

と同等以上の精度を有すると市が認める方法により行うこと。また、

清掃によって生じた汚泥は適正な方法により処理すること。  

（水質検査項目：水温、透視度、ｐH、DO、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒

素、残留塩素、浮遊物質量、n－ヘキサン抽出物質、BOD、大腸菌）  

    ※ 上記検査内容のうちＢОＤ濃度（基準値１０㎎／ℓ以下）については、

豊田町下八道自治会及び粟野川漁業協同組合に対し、月１回報告する

こと。 

    オ 薬剤により洗浄・消毒を行う場合は、使用日、薬剤名称、使用量を記

載する台帳を備え、記録しておくこと。 
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 （２）家畜伝染病予防に関する業務  

      本施設の敷地入口に車両用消毒マットの設置その他の衛生対策を行い、

家畜伝染病の予防に努めること。 

 （３）清掃等に関する業務  

    ① 本施設及びその周辺は、毎日清掃し、常に清潔に保つこと。 

    ② ねずみ、昆虫等の駆除を行うこと。 

    ③ 本施設の天井、壁及び床は、常に清潔に保つこと。 

    ④ 排水溝への廃棄物の流出防止並びに排水溝の清掃及び補修を適宜行い、

排水を常に良好な状態に保つこと。 

    ⑤ 洗浄設備は、常に清潔に保つこと。 

    ⑥ 機械、器具類及び容器類は、常に洗浄し、清潔に保つこと。 

    ⑦ トイレは、定期的に殺虫及び消毒を行い、常に清潔に保つこと。 

 （４）廃棄物処理業務  

    本施設内の廃棄物を収集し、分別して適正に処理すること。  

 （５）保安警備業務  

   ① 指定管理者は、本施設の防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者の安

全確保と本施設の保全のため、保安警備に努めること。  

   ② 本施設内において事故等が発生した場合は、速やかに所轄の警察署に通

報し、その指示に従うとともに市に報告する等、適切な対応を行うこと。  

 （６）（１）から（５）までに掲げる業務のほか、本施設の維持管理に関する

業務を行うこと。 

 

 ４  運営に関する業務 

 （１）本施設に搬入されたイノシシ等の有効利用に関する業務 

   ① 「下関市野生鳥獣肉衛生管理ガイドライン」を遵守し、業務を行うこと。 

   ② 本施設に搬入されたイノシシ等の異常の有無を確認すること。 

   ③ 解体処理は、②で異常が確認されなかったイノシシ等のみとする。 

   ④ イノシシ等の受入れ及び解体処理に係る業務を行うこと。 

   ⑤ ①から④までに掲げる業務のほか、イノシシ等の肉の有効利用に関する

業務を行うこと。 

 （２）事業計画書、事業報告書等の作成等に関する業務  

   ① 事業計画書等  

    ア 指定管理者は、本施設の管理運営に関し、市が指定する期日までに翌

年度の事業計画書を提出し、市の承認を受けること。  
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    イ 指定管理者は、市が本施設の管理に係る予算を措置するための資料、

管理運営・利用状況に関する資料等の提出を求めたときは、その資料

を遅滞なく提出すること。  

   ② 事業報告書等  

    ア 業務日誌  

指定管理者は、本施設の管理運営について、その日の業務内容を記録

した業務日誌を作成し、５年間保存すること。  

    イ 月例報告  

指定管理者は、市の定める様式により次の内容を記載した月例業務報

告書を作成するとともに、その月の月例業務報告書を翌月１０日まで

に市に提出すること。  

   （内容）  

      ・利用状況（使用許可状況、利用者数、利用料金収入額）  

      ・維持管理状況（清掃業務実施状況、警備業務実施状況、保守点検業

務実施状況等）  

      ・自主事業の実施状況（実施内容、収支状況等）  

      ・自己評価（管理運営業務、経理の実施状況、管理経費の支出状況、

苦情対応等）  

      ・その他特記事項  

    ウ 年間報告  

      指定管理者は、毎年度末日の翌日から起算して６０日以内に、前年度

の管理運営状況について次の内容を記載した事業報告書を作成し、市

に提出すること。  

   （内容）  

      ・業務の実施状況（管理体制、利用状況、利用料金収入実績、施設の

維持管理状況、関係機関との連絡調整に関する業務の実施状況等）  

      ・管理運営費の収支の状況（収入、支出の状況）  

      ・自主事業の実施状況（実施内容、収支状況等）  

      ・その他市が別に定める事項 

    エ 臨時報告  

      指定管理者は、本施設において次に掲げる事態が発生したときは、対

処結果を含め、速やかに市に報告すること。  

     （ア）災害、事故等が発生したとき。  

     （イ）放置物件を発見したとき。  
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     （ウ）（ア）及び（イ）に掲げるもののほか、特に指定管理者が必要があ

ると認めるとき。 

 （３）事業評価（モニタリング）に関する業務  

    指定管理者は、業務の実施報告を行うとともに、自己評価を行うことによ

り自発的に業務の改善に取り組むこと。また、市が公共サービスの水準を

維持するために行う実施確認等に協力すること。  

    市は、実施確認等の結果、指定管理者の業務がこの仕様書に定める内容や

管理の水準を満たしていないと判断したときは、改善指示を行う。指定管

理者は、改善指示を受けたときは、速やかにその指示に従うこと。改善指

示を受けたにもかかわらず、改善が見られないときは、市は指定管理者の

指定を取消し、又は期間を定めて業務の停止を命ずることがある。  

 （４）関係機関との連絡調整に関する業務  

    指定管理者は、市と緊密に連絡調整を行い、市の施策全般に配慮し、及び

協力するとともに、地域における各種関係団体との良好な協調関係を築く

こと。  

 （５）物品管理に関する業務  

   ① 市は、本施設の管理運営のため、別紙４（設置物品一覧）の物品を本施

設内に設置し、指定管理者は、当該物品について、下関市会計規則（平

成２１年規則第３２号）及び関係法令に基づき、適切に管理すること。  

   ② 指定管理者は、物品の使用について、支障を来すことがないよう適正に

管理するとともに、不具合等が生じた場合は、速やかに修繕、補修等を

行うこと。     

 （６）本施設の管理運営上必要となる物品等の設置に関する業務  

    指定管理者は、本施設の管理運営上、別紙４に記載する物品以外に必要と

なる物品等を購入し、本施設内に設置しようとする場合には、あらかじめ

市の承認を得ること。また、設置した物品等について物品管理台帳を作成

し、適切に管理すること。 

 （７）引継ぎ等に関する業務  

    指定管理者は、指定期間の終了又は指定の取消しにより本施設の管理運 

営に関する業務を実施しないこととなったときは、遅滞なく、後継の指定

管理者にその業務の引継ぎを行うこと。  

 （８）監査等への対応に関する業務  

    地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定による下 

関市監査委員の監査又は下関市外部監査契約に基づく監査に関する条例の
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規定による監査が行われることがある。監査が行われる場合、指定管理 

者は、監査委員が求める資料の提出等を行うこと。また、監査の結果、指 

摘を受けた内容の改善命令に従うこと。 

（９）（１）から（８）までに掲げる業務のほか、本施設の管理運営に関す

る業務を行うこと。 

 

 ５  保険の加入  

 （１）損害賠償  

    指定管理者は、自らの責めに帰すべき事由により、業務の実施に関し市又

は第三者に損害を与えたときは、民法（明治２９年法律第８９号）第 

７０９条の規定により、その損害を賠償しなければならない。  

    また、国家賠償法（昭和２２年法律第１２５号）第１条及び第２条並びに

民法第７１５条の規定により、市が第三者に指定管理者が与えた損害を賠

償したときは、市から求償権を行使されることがある。  

 （２）保険の加入  

    指定管理者は、本施設の利用に関して生じる損害や賠償の履行のため、指

定管理者の費用負担に基づき、指定管理者を記名被保険者、利用者等を保

険金請求権者とした施設賠償責任保険（指定管理者特約条項等の付いたも

の）に加入すること。なお、補償額は、次の額以上とする。 

身体賠償   １ 名 に つ き      １億円 

          １事故につき      ２億円 

財物賠償   １事故につき  １，０００万円 

また、自主事業の実施により生じる損害や賠償の履行に対応できるよう、

生産物賠償責任保険等適切な保険に加入すること。  

 

第５  管理に要する経費等  

 （１）利用料金  

    本施設においては、利用料金制を採用し、指定管理者は、利用者が支払う

利用料金を自らの収入として収受することができる。また、自ら企画実施

する自主事業の収入等についても自らの収入とすることができるものとす

る。 

    なお、利用料金については、設置条例で規定する額の範囲内において、あ

らかじめ市の承認を得て指定管理者が定めるものとする。 

 （２）管理運営費  
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    市は、指定管理者に対して、管理運営に要する費用（以下「指定管理料」

という。）を支払うこととする。  

    指定管理料は、指定管理者の収支計画において示された管理費用の金額を

上限として、毎年度、市の予算額の範囲内で支払うものとする。なお、指

定管理料の額については、社会情勢の変化等により見直しをすることがあ

る。 

     指定管理者の負担する費用は、次に掲げる経費とする。なお、各経費に

は自主事業等に要する経費を含まないものとする。 

   ① 人件費  

     総括責任者を含む業務に必要な人員の雇用管理に要する経費  

   ② 事務費  

     修繕料の事業的経費  

    ※ 修繕料は、１件３０万円未満のものを対象とし、市が指定する予算額

（１年度につき１００万円とし、消費税及び地方消費税相当額を含

む。）以内で執行するものとする。なお、修繕料は、年度末に実績報

告を行い、精算を行う。  

   ③ 管理費  

     燃料費、電気・水道等の光熱水費、電話料等の通信運搬費、本施設内設

備に関する維持管理経費、保守業務及び設備保全費（機械設備、電気設

備等に要する経費）その他手数料、使用料、賃借料等の経費 

 （３）経理規程  

     指定管理者は、経理規程を定め、当該経理規程に基づき経理事務を行う

こと。  

 （４）物品の帰属  

     指定管理料で購入し、保管を要する物品等については、指定管理者の所

有とする。 

     市が所有し、指定管理者に無償で貸与する物品に係る消耗品の交換につ

いては、指定管理者の負担で行うものとする。 

 

第６ 業務の継続が困難になった場合における措置  

 （１）指定管理者の責めに帰すべき事由による場合 

      指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難となった

場合には、市は、指定管理者の指定の取消しを行うことができるものと

する。その場合において、指定管理者に損害が生じても、市は、その賠
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償の責めを負わない。  

      なお、指定管理者の責めに帰すべき事由とは、以下の場合等とする。  

   ① 指定管理者の業務実施に際し、不正行為があった場合  

   ② 指定管理者が虚偽の報告をし、又は正当な理由なく報告等を拒んだ場合  

   ③ 市との間で締結する協定の内容を実施せず、又はこれに違反した場合  

   ④ その他指定管理者自らの責めに帰すべき事由により、指定管理者から協

定の締結解除の申出があった場合 

 （２）不可抗力等による場合  

      不可抗力による事態が発生した場合、指定管理者は、当該事態を早期

に解決するよう適切に措置しなければならない。ただし、不可抗力その

他市又は指定管理者の責めに帰することができない事由により業務の継

続が困難となった場合には、業務継続の可否について、市と協議するこ

とができる。協議の結果、やむを得ないと市が判断した場合、市は、指

定の取消しを行うものとする。  

      また、市は、不可抗力その他、指定管理者の責めに帰すべき事由によ

らず指定管理者が業務を実施できないときは、業務が実施できなかった

ことにより負担を要しない費用相当分を指定管理料から減額することが

できる。 

 

第７ 留意事項  

   業務を実施するに当たっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。  

 （１）公の施設であることを念頭に、常に公平な立場で運営を行い、一部の利

用者に対して不当に利用を制限し、又は優遇しないこと。  

 （２）本施設の管理運営に係る各種規程・要綱等がない場合は、市の諸規程に

準じて、又はその精神に基づき業務を実施すること。  

 （３）指定管理者が本施設の管理運営に係る各種規程・要綱等を作成する場合 

は、市と協議を行うこと。  

 （４）本施設においては、消防法（昭和２３年法律第１８６号）第8条の規定

に基づき、防火管理者を定めるものとする。  

 （５）市民の利便に資するため、営業の時間の変更、使用料の額等の改定がさ

れたときは、指定管理者は、その改定に伴い必要とされる業務を行うも

のとする。  

 （６）指定管理者は、清掃、警備等の個々の具体的業務を第三者に委託するこ

とはできるが、管理運営に係る業務を一括して第三者に委託することは
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できない。 

 

第８ 協議  

   この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理につ

いて疑義が生じた場合は、市と指定管理者が協議の上、決定する。 

 

 

 －以上－ 
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杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)杉板t=12､押え縁30×50@455(簓子下見張り)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張りt=16

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上､撥水剤塗布

防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)防鼠付通気水切り(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35)

④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤
④④④④④④④

鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)鼻隠し(杉板150× 27､EP-G塗装)

ｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付けｱﾙﾐ庇 D=500(ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ/㈱ YKK AP同等)先付け

ｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付けｱﾙﾝﾐ庇D=900(ｱﾙﾌｨﾝ/㈱共和同等)先付け

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

①①①①①①①

③③③③③③③

①①①①①①①

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨ 唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)唐草(杉板150× 27､EP-G塗装)

③③③③③③③

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧ ⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　立ﾊｾﾞ葺きt=0.4

④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事下関市ジビエ解体処理施設(仮称)　建築主体工事

東 側 立 面 図東 側 立 面 図東 側 立 面 図東 側 立 面 図東 側 立 面 図東 側 立 面 図東 側 立 面 図

西 側 立 面 図西 側 立 面 図西 側 立 面 図西 側 立 面 図西 側 立 面 図西 側 立 面 図西 側 立 面 図

3333333

3333333

経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料経済委員会正副委員長レク資料

平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日平成２４年４月２０日

産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課産業経済部農林整備課

ジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務についてジビエ解体処理施設（仮称）建築実施設計業務について

Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス
下関市北部中山間地域ジビエ有効活用拠点施設

Administrator
テキストボックス
別紙３



別紙４設置物品一覧
NO 名称 数量 設置場所 NO 名称 数量 設置場所 NO 名称 数量 設置場所 NO 名称 数量 設置場所

① 厨房用秤 1 包装室 ⑪
収納棚
（N-TES-19-4691S）

1 前処理室 ㉑
収納棚
（N-TES-19-4615S）

1 処理室 ㉛ 排水処理槽用ブロアー 1 屋外

② 金属検出機 1 包装室 ⑫
移動台
（1200×900×800）

1 包装室 ㉒ 壁掛け式包丁滅菌庫 1 前処理室 ㉜ ブロアー制御盤 1 屋外

③ 急速冷凍庫 1 包装室 ⑬
移動台
（1200×900×800）

1 包装室 ㉓ 壁掛け式包丁滅菌庫 1 処理室 ㉝ 浄化槽用ブロアー 1 屋外

④ 卓上ミートチョッパー 1 包装室 ⑭
移動台
（1400×900×800）

1 包装室 ㉔ 壁掛け式包丁滅菌庫 1 包装室 ㉞

プレハブ冷蔵庫
（ウォークインタイプ　片
開扉　W2700×H2374×
D4500）

1 屋外

⑤ ミートスライサー 1 包装室 ⑮
移動台
（1400×900×800）

1 処理室 ㉕
プレハブ冷蔵庫
（ロールインタイプ　片開
扉　1650×2800×1650）

1 処理室

⑥ チェストフリーザー 1 前処理室外 ⑯
移動台
（600×350×800）

1 処理室 ㉖
プレハブ冷蔵庫
（ロールインタイプ　片開
扉　900×2800×1800）

1 前処理室

⑦ チェストフリーザー 1 前処理室外 ⑰
移動台
（600×800×800）

1 前処理室 ㉗
プレハブ冷凍庫
（標準型　片開扉　2100
×2400×1800）

1 包装室

⑧ クレーンスケール 1 前処理室天井 ⑱
移動台
（600×800×800）

1 処理室 ㉘ 電解水生成器 1 前処理室

⑨ 卓上型真空包装機 1 包装室 ⑲
作業台
（600×750×650）

1 包装室 ㉙ 軟水器 1 前処理室

⑩
作業台
（1900×750×800）

1 包装室 ⑳
収納棚
（N-TES-19-4615S）

1 処理室 ㉚ 高圧洗浄機 1 荷受室

㉜

㉛ ㉝

㉚

㉘

㉙

㉒
㉖

⑥ ⑦
㉕

㉗

③

⑫

⑬⑭

⑲

⑨

⑩

②

⑤㉔
①④

⑮㉓⑯

⑱

⑧
⑰

㉑

⑪ ⑳

荷受室

前処理室 処理室 包装室

㉞


